














































and Language Integrated Learning: CLIL）とも位置づけられる。




















































































































































































































































































































































































Japan from Foreigners’ Viewのクラスが3.85、Global Communicationsおよび









































ii Global CommunicationsおよびComparing Education in the Worldでは英語教育そ
のものは行っていないが、Japan from Foreigners’ Viewのクラスでは、学生に
Discussion journalという英文エッセイ（英語による小論文）を毎週提出すること
が義務付けられており、講師は英語の文法や構文などの添削を行っている。
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